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　本研究は20世紀の歴史記述の中に見出される時間意
識のあり方をたどることをめざす。ドイツの歴史学者
カール・ランプレヒトの方法論上の著作である『近代
歴史学』（1904年）と『歴史的思考入門』の中に，時
間意識という視角から見るとき，極めて興味深い提言
が見出される。それは，ルネッサンスについての新し
い理解を示唆したかれの提言である。かれのルネッサ
ンス論は，ルネッサソスを時間の次元における文明の
出会いとして把握するアーノルド・J・トインビーの
見解を先取りしたものとして評価することができる。
ラソプレヒトは，文明ではなく文化の出会いを考えて
いるが，この文化の出会いを空間的なものと時間的な
ものに分類している。ランプレヒトとトイソビーの二
人の歴史学者のルネッサソス論を時間意識との関連で
比較検討する作業は，豊かな成果を生むであろう。
　最も明確な形で時間の問題を歴史学の問題としてと
りあげたのは，フラソスの「アナル」学派の中心的存
在であるフェルナン・ブP一デルであった。かれは，
主著『フェリペ2世時代の地中海と地中海世界』
（1949年）において歴史のなかに三層の時間が識別可
能である，と主張している。ほとんど不動の時間とし
ての「地理学的時間」，「構造的時間」すなわち彼がし
ばしば言う「長期持続」，出来事の次元すなわち「短
期持続」の三層がそれである。しかし，かれの提唱す
る三層の時間についてのかれ自身のこの定義に，再版
以後変更が加えらえた事実は，かれの立場についての
疑問を生じさせる。この点を鋭く指摘したのが，ウィ
ーン大学史学科教授であった故ハインリッヒ・ルッツ
である。また，フランスの哲学者ポール・リクールの
大著r時間と物語』（1983－85年）の中にも，ブロー
デルの時間論についての興味深い批評が見出される。
　以上の論点について，私はすでに，下に掲げるカー
ル・ディートリッヒ・エルトマン教授追悼論文集『歴
史について考える　　歴史学者のオイクメネからの諸
寄稿』に執筆した英文論文「歴史認識論の一問題とし
ての時間の概念」の中で詳論したのであるが，この英
文論文で展開した議論を今後更に深化させてゆきたい
と考えている。
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